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2情報セキュリティの社会技術とは
• 同時進行的社会設計
• Social designとしての「社会技術」
• その対象
– 法律、経済制度
– 慣行、慣習、ポリシー、ガイドラインetc
– 倫理、意識、考え方、態度
・上記の具体的技術開発への反映
3方 法
• 人々の考え方、態度の調査
– 定量より定性調査の重視
– アンケート手法よりインタビューを重視する「深い調査」
• 実験的方法
– 比較的大規模の社会実験
– 行動科学、認知科学的実験室実験によるモデル設計
• シミュレーション
– 意識や規範を組み込んだ社会･経済モデル
– 意識や規範を反映したセキュリティ対策技術開発
• Request for Comments方式
– 提案、提唱に対するパブリックコメントを求める（Web利用）
4分野･テーマ• ５領域
– 「情報セキュリティに関する人々の意識のデザイン」
– 「情報セキュリティに関するポリシーとそのバランスの
デザイン」
– 「セキュアな世界実現のための社会モデルデザイン
（社会レベル／１社会の枠を越えた国際レベル）」
– 「情報セキュリティにおけるヒューマンインターフェイス
のデザイン」
– 「情報化社会の人間活動予測に基づくセキュリティ
対策モデルのデザイン」
5予想される成果
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